
静岡県が目指す大学院大学 

 

＜社会健康医学研究推進基本計画の記載内容＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜拠点の設置に向けたイメージ図＞   計画書 p54 から抜粋 

⼤学院⼤学の設置
地域の健康寿命の延伸に特化した
学問を習得することを⽬的とする
⼤学院⼤学を設置する

○⻑期かつ継続的な研究を実施
○医療現場等で指導的役割を担う
⼈材の育成

○医療現場へ還元できる研究（実学）

既存の研究施設等を活⽤し、
医療ビッグデータの活⽤や
疫学研究など、早期に取り組む
ことができる研究に着⼿

短期的取組短期的取組

⼤ 学

中⻑期的取組中⻑期的取組

研究機関
（リサーチサポートセンター等）

医療機関等

○研究成果を施策に反映
○普及啓発の実施
・県⺠の意識醸成
・社会健康医学研究への理解促進

 

＜御意見をいただきたい事項＞ 

 

 

 

○短期的には、静岡県立総合病院内に新たに設置されたリサーチサポートセンターなど

の研究施設等を活用して早期に研究に取り組み、県民へ研究成果を還元します。 

○中長期的には、研究体制を充実し、静岡県が社会健康医学研究の拠点となるため、将

来的に、地域の健康寿命の延伸に特化した学問を習得することを目的とする大学院大

学を設置します。 

○短期的な取組と中長期的な取組を組み合わせて行うことにより、社会健康医学の研究

を推進します。 

○静岡県が目指す大学院大学について 

・どのような基本理念（教育研究目標）を掲げる必要があるか。 

・どのような人材の養成が求められるか（入学者として想定する対象、

卒業後の社会的な人材需要等）。 
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